
                
 

 

 

 

教科としての道徳 
副校長 浦川 邦夫 

 記録的な暑さが続いた今年の夏休みでしたが、大きな事故やけがの報告もなく２学期を迎えることがで

きました。ご家庭での健康管理やご配慮に感謝いたします。 

 今月１３日（土）には、道徳授業地区公開講座があります。今では当たり前のように行われております

が、道徳教育にはいくつかの節目がありました。 

戦前、戦中の道徳教育にあたるもののひとつは「修身」といって、国家主義的な傾向を前面に出した教

育でした。「修身」は終戦とともに廃止され、戦後の道徳教育は大きな見直しを迫られましたが、授業とし

ての位置付けが無い時期もありました。その後、教科ではないものの週に１時間、道徳の授業を実施する

時期が長く続きました。その間に何回か非行やいじめが社会問題となり、道徳教育の充実が求められるよ

うになりました。そういう流れの中で、東京都の公立学校では平成１０年度から「道徳授業地区公開講

座」がスタートしました。道徳が正式な教科になる２０年近く前のことです。その後道徳は平成２７年度

の学習指導要領改訂を経て正式な教科となり、平成３０年度から「特別の教科 道徳」として全面実施と

なりました。背景には、大津市いじめ自殺事件の影響などがありました。道徳教育に対して「価値観の押

し付け」を危惧する声もありますが、現行の学習指導要領では「考え、議論する道徳」を謳い、児童の考

えを大切にして授業を進めることが定められております。本校の実際の授業でも「悪いと知りながら、つ

いやってしまった。」「いやなことをされて、けんかになってしまった」などの意見が出て、恥じることな

く自分を振り返り、今後の生活に生かしていこうとする姿が見られます。 

 当日は、「特別の教科 道徳」以外の授業も公開し、外部からの講師による講演会も予定されておりま

す。まだ暑い時期ではありますが、多くの方々のご参観をお待ちしております。 

 
 
 

 

 

  

学校だより９月号 

 

 小さな窓 

 

令和 7 年 ９月１日（月） 

三 鷹 の 森 学 園        

三 鷹 市 立 高 山 小 学 校 

校 長  川 﨑  一 範 

～ 学校からのお知らせお願い ～ 
 

①学校徴収金（教材費）の引き落としについて 

学校徴収金（教材費）の第２回目の引き落とし日は、９月３０日（火）です。必ず前日の９月２９

日（月）までに、ご登録の口座へのご入金をお済ませください。引き落し不能の場合、再度の引き落

としはございません。 

 なお各学年の引き落とし金額につきましては、既に配布済みの「令和７年度学校徴収金（教材費）

について」をご確認ください。 

 

 

②水筒の持ち歩き方について 

まだ水筒を斜め掛けで持ち歩く子どもの姿が見られます。消費者庁によると、転倒した際に掛けて

いた水筒がお腹に当たり、内臓を損傷する等といった思わぬ事故が発生しているそうです。転んだ時

の危険性について日頃から子どもたちに教えておくとともに、事故を防ぐためにも、①水筒はなるべ

く通学用かばん等に入れて腹部にかかえないようにする、②水筒を首や肩に掛けているときには走ら

ないようにする、③遊具等で遊ぶ際には水筒を置いて遊ぶようする等、学校でも適宜指導していきま

すので、ご家庭でも声掛けをお願いいたします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜９月の行事予定 ＞ ※変更になる場合があります。 

 

 

 

ＱＲコード対応機器で、左のＱＲコードをカメラで読み取ると、 

学校ホームページに簡単にアクセスできます。 

９月 １日（月）身体計測（３年）                             

        あいさつ運動（終） 

        １年生月曜５時間目（始） 

   ２日（火）全校朝会 

        安全指導 

        社会科見学（６年） 

        身体計測（２年） 

   ３日（水）身体計測（１年） 

        地域未来塾 

   ４日（木）委員会 

        出前授業（４年） 

   ５日（金）社会科見学（５年） 

        １年生金曜５時間目（始） 

   ８日（月）ＡＬＴ集中配置日（６年） 

   ９日（火）たてわり集会 

  １０日（水）クラブ A 

        地域未来塾 

９月 １１日（木）訪問演奏会（６年） 

１２日（金）歯磨き指導（３年） 

 １３日（土）道徳授業地区公開講座 

 １５日（月）敬老の日 

   １６日（火）振替休業日 

   １７日（水）地域未来塾 

 １８日（木）わか竹宿泊学習 １日目 

   １９日（金）わか竹宿泊学習 ２日目 

   ２２日（月）社会科見学（３年） 

         ＡＬＴ集中配置（５年） 

   ２３日（火）秋分の日 

   ２４日（水）クラブ B 

         地域未来塾 

   ２６日（金）理科見学（４年） 

   ３０日（火）全校朝会 

～８・９月のめあて～ 

生活  

自分の役割に責任をもって取り組もう。 

保健  

手洗いをしよう。 

良い習慣を身に付けよう。 

安全  

災害時の避難について学ぼう。 

４年生 オンライン社会科見学 「クリーンプラザふじみ」 
第４学年 主任教諭 

  

６月に予定していた清掃工場の社会科見学が中止となり、その代替としてオンラインによる

見学を行いました。職員の方がカメラを持ち、実際の見学ルートを歩き 

ながら紹介してくれたり、児童の質問にもリアルタイムで答えてくれた 

りしたことで、実際に見学に行くのと変わらない体験をすることができ 

ました。ここで学んだことは、「ごみのしょりと利用」の学習のまとめ 

として、班ごとに新聞を作成してまとめました。９月の道徳授業地区 

公開講座の際に、ぜひご覧になっていただければと思います。 

                                       



  ９月９日は救急の日          養護教諭 

                  

長かった夏休みも終わり、楽しかった思い出とともに、生活のリズムを学校モードに整えて

いく時期です。今年の夏は暑く、室内で過ごすことも多かったのではないかと思います。学校

生活が始まると、休み時間の遊びや体育の授業、登下校中など、活動量が多くなり、思わぬけ

がも起きやすくなります。児童保健委員会では、１学期のけがの発生状況を調べ、まとめまし

た。新校舎１階と、本校舎１階の掲示板に掲示して 

います。来校の際は掲示を見ていただき、ご家庭 

でも、けがの予防について話題にし、日常の中で 

「気を付ける習慣」を意識して欲しいと思いま 

す。 

また学校保健委員会の報告をほけんだより９月 

号に記載しております。けがについても触れてい 

ますのでご覧ください。 

 

 
 

 

 
 

  

      １年生 給食  第１学年 主任教諭 

                  

1年生の子どもたちは、毎朝昇降口前にある給食委員会の掲示板をかかさずにチェックし、わ

くわくの笑顔で教室に入ってきます。また、どんな料理なのか、どこの地域の料理なのか等、タ

ブレット端末で調べたことを友達に報告する様子も見られ、食に関する興味も高まっていると感 

   

  豆腐を こわさず 運ぶには？ 理科専科 主任教諭 

                  

たとえば、４学年の理科の学びで解決できます。空気と水を押し縮めたときの

違いを活かします。空気は押すほど縮み、戻ろうとする時に大きな力を出します。

空気でっぽうやポンプ付きの水でっぽうで遊んだことがある人も多いでしょう。 

それに対し、水は押しても縮みません。だから閉じ込めた容器を水でいっぱいにすると、中の

物もつぶれません。食卓の冷ややっこの豆腐も、密閉された容器に水と一緒に入っていません

でしたか。このように理科の学びを活かすと、「今日は傘が必要？」「なんでよく噛むといい

の？」「固いビンのふたを開けるには？」などなど、身近な疑問を解決してくれます。原理…も

とになっている決まりを知り、それらを活用することで、安全に、便利に、そして、より楽し

く生活できます。まずはぜひ、学びがどこで活かされているか皆さんで探してみてください。 

   

ると感じています。今年度は、4月に学園サポーターの方々に見守っ

ていただきながらの給食スタートとなりました。スムーズに当番や準

備、片付けのやり方を覚えることができ、感謝しております。これか

らも、給食に関わる全ての方々への感謝の気持ちを忘れずに、望まし

い食習慣と食に関する実践力を身に付けられるように指導して参り

ます。 

 

 

1 年生の子どもたちは、毎朝昇降口前にある給食委員会の掲示板をかかさずにチェックし、わ

くわくの笑顔で教室に入ってきます。また、どんな料理なのか、どこの地域の料理なのか等、学

習用タブレット端末で調べたことを友達に報告する様子も見られ、食に関する興味も高まってい

ると感 

 



 

６年生 自然教室 
第６学年 教諭  

 ７月２日（水）～４日（金）の２泊３日の行程で、長野県川上村に自然教室に行きました。直

前まで天気が心配されましたが、予定していた全てのプログラムを無事に終えることができまし

た。 

 今年度の学校目標を踏まえ、「みんなで挑戦 やさしさ広がる自然教室」をテーマに掲げるとと

もに、「自立」「挑戦」「協力」「感謝」の４つの目標を意識しながら取り組みました。 

当日までの準備期間には、部屋のメンバーやバスレクの内容などを子どもたちで話し合いまし

た。一人ひとりがよりよい自然教室にするために自分にできることは何かを考えながら、準備に

取り組んでいました。 

 １日目は、第五小学校の児童と一緒にほうとう作りに挑戦したり、自分たちで考えた学年レク

を行ったりしました。２日目は、グループごとにいくつものミニゲームに挑み、クリアを目指す

アドベンチャーツアーや、キャンドルファイヤーをして盛り上がりました。３日目は自然を五感

で感じるガイドウォークを実施し、東京ではなかなか味わうことができない貴重な体験ができま

した。 

 宿舎での生活では、部屋で過ごす時間や入浴、食事など、どの場面でも時間や集団を意識した

行動が必要です。始めはなかなか予定通りに進まず、どうすればよいか戸惑ったり、大人の力を

借りたりする場面も多くありました。しかし、一つ一つの活動を経るにつれ、次の行動を意識

し、互いに声を掛け合い、予定時刻より早く全体で集合をするまでに成長しました。 

今回の自然教室では、様々な場面で４つの目標を意識し、集団での力を高めることができまし

た。一方で、６年生としてまだ課題もあると気付く機会となりました。今後の学校生活でも、自

然教室での成果を生かし、課題を意識しながら、より頼もしい６年生として成長していけるよう

に励んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

                                         

            

↑五小と一緒にほうとうづくり体験          ↑学年レク 

 

                       

 

 

 

 

 

       

↑朝のラジオ体操             ↑ガイドウォーク 

 

 
 


